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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
社会貢献活動を行うＮＰＯから、当該ＮＰＯに関するＮＰＯ情報の登録を受け付けるＮＰ
Ｏ情報登録部と、
前記ＮＰＯから、当該ＮＰＯが実施した前記社会貢献活動の内容に関する活動情報の登録
を受け付ける活動情報登録部と、
前記ＮＰＯから、当該ＮＰＯとのタイアップの内容および条件に関するタイアップ情報の
登録を受け付けるタイアップ情報登録部と、
営利目的で事業を行う企業であって前記ＮＰＯとのタイアップを希望する企業から、当該
企業に関する企業情報の登録を受け付ける企業情報登録部と、
前記ＮＰＯ情報登録部によって受け付けられた前記ＮＰＯ情報と、前記活動情報登録部に
よって受け付けられた当該ＮＰＯ情報に対応する前記活動情報および前記タイアップ情報
登録部によって受け付けられた当該ＮＰＯ情報に対応する前記タイアップ情報とを関連付
けて出力するとともに、前記企業から、前記ＮＰＯとのタイアップを希望する旨を示すタ
イアップ要求を受け付けるタイアップ要求受付部と、
前記タイアップ要求受付部によって受け付けられた前記タイアップ要求を、対応する前記
ＮＰＯに送信するとともに、前記ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾否の指示を
受け付ける諾否受付部と、
前記諾否受付部によって当該タイアップ要求に関する承諾の指示が受け付けられた場合、
前記ＮＰＯおよび前記企業間における契約の締結に関する処理を実行する契約締結部と、
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前記ＮＰＯおよび前記企業間における契約締結の状況を確認する確認部と、
前記確認部によって、前記ＮＰＯおよび前記企業間における契約が締結されたことが確認
された場合、前記タイアップの料金の支払いに関する処理を実行する決済部と、
前記タイアップ情報において定められる前記タイアップによって前記企業に付与される権
利の内容を証明するための情報を出力する出力部と、
を有するプロモーション支援装置。
【請求項２】
前記タイアップ情報登録部は、前記タイアップ情報として、少なくとも一つの前記タイア
ップの料金プランに関する情報と、各料金プランにおいて前記企業に付与される権利の内
容に関する情報の登録を受け付ける請求項１に記載のプロモーション支援装置。
【請求項３】
前記活動情報登録部は、前記活動情報として、前記ＮＰＯが実施した活動の様子を示すテ
キストまたは画像の登録を受け付ける請求項１または２に記載のプロモーション支援装置
。
【請求項４】
前記ＮＰＯ情報登録部は、前記ＮＰＯ情報として、当該ＮＰＯの活動エリアに関する情報
および活動ジャンルに関する情報の少なくとも一つの登録を受け付ける請求項１～３のい
ずれかに記載のプロモーション支援装置。
【請求項５】
前記タイアップ要求受付部は、前記企業から、前記ＮＰＯの活動エリアに関する情報およ
び活動ジャンルに関する情報の少なくとも一つを含む検索条件を受け付けて、当該検索条
件を充足する前記ＮＰＯに関する情報を前記企業が閲覧可能に出力する請求項４に記載の
プロモーション支援装置。
【請求項６】
前記タイアップ情報登録部は、前記権利の内容に関する情報として、前記ＮＰＯのロゴに
関する前記企業に対する使用許諾に関する情報の登録を受け付ける請求項１～５のいずれ
かに記載のプロモーション支援装置。
【請求項７】
前記タイアップ情報登録部は、前記権利の内容に関する情報として、前記ＮＰＯが前記企
業に対して提供する前記ＮＰＯの活動に関する情報の登録を受け付ける請求項１～６のい
ずれかに記載のプロモーション支援装置。
【請求項８】
前記契約締結部は、電子的な契約によって前記ＮＰＯおよび前記企業間における契約の締
結処理を実行するように前記ＮＰＯおよび前記企業に案内する請求項１～７のいずれかに
記載のプロモーション支援装置。
【請求項９】
情報処理装置を請求項１～８のいずれかに記載のプロモーション支援装置として機能させ
るためのプロモーション支援プログラム。
【請求項１０】
社会貢献活動を行うＮＰＯから、当該ＮＰＯに関するＮＰＯ情報の登録を受け付けるＮＰ
Ｏ情報登録ステップと、
前記ＮＰＯから、当該ＮＰＯが実施した前記社会貢献活動の内容に関する活動情報の登録
を受け付ける活動情報登録ステップと、
前記ＮＰＯから、当該ＮＰＯとのタイアップの内容および条件に関するタイアップ情報の
登録を受け付けるタイアップ情報登録ステップと、
営利目的で事業を行う企業から、当該企業に関する企業情報の登録を受け付ける企業情報
登録ステップと、
前記ＮＰＯ情報登録ステップにおいて受け付けられた前記ＮＰＯ情報と、前記活動情報登
録ステップにおいて受け付けられた当該ＮＰＯ情報に対応する前記活動情報および前記タ
イアップ情報登録ステップにおいて受け付けられた前記タイアップ情報とを関連付けて出
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力するとともに、前記企業から、前記ＮＰＯとのタイアップを希望する旨を示すタイアッ
プ要求を受け付けるタイアップ要求受付ステップと、
前記タイアップ要求受付ステップにおいて受け付けられた前記タイアップ要求を、対応す
る前記ＮＰＯに送信するとともに、前記ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾否の
指示を受け付ける諾否受付ステップと、
前記諾否受付ステップにおいて当該タイアップ要求に関する承諾の指示が受け付けられた
場合、前記ＮＰＯおよび当該タイアップ要求を行った前記企業間における契約の締結に関
する処理を実行する契約締結ステップと、
前記ＮＰＯおよび前記企業間における契約の締結の状況を確認する確認ステップと、
前記確認ステップにおいて、前記ＮＰＯおよび前記企業間における契約が締結されたこと
が確認された場合、前記タイアップの料金の支払いに関する処理を実行する決済ステップ
と、
前記タイアップ情報において定められる、前記タイアップによって前記企業に付与される
権利の内容を証明するための情報を出力する出力ステップと、
を含むプロモーション支援方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、企業とＮＰＯ法人のタイアップを促進してプロモーションを支援するためのプ
ロモーション支援装置、プロモーション支援プログラム、およびプロモーション支援方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
社会全体においてサステナブル（持続可能）の意識が高まっており、国連において定めら
れたＳＤＧｓ（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ  Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ  Ｇｏａｌｓ：持続可
能な開発目標）に取り組む企業も増加している。近年では、大企業に対してのみならず、
中小企業等に対しても、急激なスピードでＳＤＧｓの必要性が喚起されてきており、各企
業においてＳＤＧｓへの取り組みが大きな課題となっている。
【０００３】
しかし、企業においてＳＤＧｓに関する正確な知識を持たないまま、ＳＤＧｓを掲げる事
で完結してしまい、本質的な社会貢献には程遠い活動となっている事例も多く見られる。
たとえば、企業のウェブサイトにおいてひとまずＳＤＧｓのロゴを掲載しておくことや、
既存の事業に無理やり関連付けてＳＤＧｓに貢献しているという内容を掲載しておく、と
いった事例である。
【０００４】
上記のような場合、いわゆるＳＤＧｓウォッシュによって企業の信頼度がかえって低下す
るリスクが発生してしまう。ＳＤＧｓウォッシュとは、国連が定める１７の持続可能な開
発目標（ＳＤＧｓ）に取り組んでいるように見えて実体が伴っていないことを揶揄するこ
とである。たとえば、上記のようにＳＤＧｓのロゴをウェブサイトに掲げているだけの場
合や、自社事業とＳＤＧｓを都合よく関連付けただけの場合、事実より誇張した表現や根
拠が不足した表現を用いている場合等においては、ＳＤＧｓウォッシュのリスクが増大し
てしまう。
【０００５】
したがって、ＳＤＧｓに対しては、付け焼刃的な対応ではなく、本格的に取り組む必要が
ある。しかしながら、ＳＤＧｓについて本格的に検討・実行する人員や資金等のリソース
が十分にない中小企業等においては、ＳＤＧｓに取り組むことが困難である。
【０００６】
ここで、ＳＤＧｓへの意識の高まりに関連して、社会貢献活動を実施する非営利団体法人
（以下、「ＮＰＯ」）の活動にも注目が集まっており、ＮＰＯの活動を支援するための技
術も提案されている（特許文献１参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第６８２２７１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
しかし、特許文献１に記載された技術は、融資者から広告費用の原資を効果的に集めて、
広告によって寄付を希望する支援者を集客し、ＮＰＯに対する寄付を最大化してＮＰＯを
支援するための技術であり、上記のような企業側の課題を解決したり、企業側の取り組み
を支援したりするものではない。
【０００９】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、ＮＰＯおよびＮＰＯに寄付を行う企業
の双方にメリットをもたらすタイアップを実現して、ＮＰＯおよび企業の双方を支援する
ためのプロモーション支援装置、プロモーション支援プログラム、およびプロモーション
支援方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
上記の目的を達成するための、本発明の一実施形態に係るプロモーション支援装置は、Ｎ
ＰＯ情報登録部、活動情報登録部、タイアップ情報登録部、企業情報登録部、タイアップ
要求受付部、諾否受付部、契約締結部、確認部、決済部、および出力部を有する。ＮＰＯ
情報登録部は、社会貢献活動を行うＮＰＯから、当該ＮＰＯに関するＮＰＯ情報の登録を
受け付ける。活動情報登録部は、ＮＰＯから、当該ＮＰＯが実施した社会貢献活動の内容
に関する活動情報の登録を受け付ける。タイアップ情報登録部は、ＮＰＯから、当該ＮＰ
Ｏとのタイアップの内容および条件に関するタイアップ情報の登録を受け付ける。企業情
報登録部は、営利目的で事業を行う企業であってＮＰＯとのタイアップを希望する企業か
ら、当該企業に関する企業情報の登録を受け付ける。タイアップ要求受付部は、ＮＰＯ情
報登録部によって受け付けられたＮＰＯ情報と、活動情報登録部によって受け付けられた
当該ＮＰＯ情報に対応する活動情報およびタイアップ情報登録部によって受け付けられた
当該ＮＰＯ情報に対応するタイアップ情報とを関連付けて出力するとともに、企業から、
ＮＰＯとのタイアップを希望する旨を示すタイアップ要求を受け付ける。諾否受付部は、
タイアップ要求受付部によって受け付けられたタイアップ要求を、対応するＮＰＯに送信
するとともに、ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾否の指示を受け付ける。契約
締結部は、諾否受付部によって当該タイアップ要求に関する承諾の指示が受け付けられた
場合、ＮＰＯおよび企業間における契約の締結に関する処理を実行する。確認部は、ＮＰ
Ｏおよび企業間における契約締結の状況を確認する。決済部は、確認部によって、ＮＰＯ
および企業間における契約が締結されたことが確認された場合、タイアップの料金の支払
いに関する処理を実行する。出力部は、タイアップ情報において定められるタイアップに
よって企業に付与される権利の内容を証明するための情報を出力する。
【００１１】
プロモーション支援プログラムは、情報処理装置を上記のプロモーション支援装置として
機能させるように構成される。
【００１２】
プロモーション支援方法は、ＮＰＯ情報登録ステップ、活動情報登録ステップ、タイアッ
プ情報登録ステップ、企業情報登録ステップ、タイアップ要求受付ステップ、諾否受付ス
テップ、契約締結ステップ、確認ステップ、決済ステップ、および出力ステップを有する
。ＮＰＯ情報登録ステップは、社会貢献活動を行うＮＰＯから、当該ＮＰＯに関するＮＰ
Ｏ情報の登録を受け付ける。活動情報登録ステップは、ＮＰＯから、当該ＮＰＯが実施し
た社会貢献活動の内容に関する活動情報の登録を受け付ける。タイアップ情報登録ステッ
プは、ＮＰＯから、当該ＮＰＯとのタイアップの内容および条件に関するタイアップ情報
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の登録を受け付ける。企業情報登録ステップは、営利目的で事業を行う企業であってＮＰ
Ｏとのタイアップを希望する企業から、当該企業に関する企業情報の登録を受け付ける。
タイアップ要求受付ステップは、ＮＰＯ情報登録ステップにおいて受け付けられたＮＰＯ
情報と、活動情報登録ステップにおいて受け付けられた当該ＮＰＯ情報に対応する活動情
報およびタイアップ情報登録ステップにおいて受け付けられた当該ＮＰＯ情報に対応する
タイアップ情報とを関連付けて出力するとともに、企業から、ＮＰＯとのタイアップを希
望する旨を示すタイアップ要求を受け付ける。諾否受付ステップは、タイアップ要求受付
ステップにおいて受け付けられたタイアップ要求を、対応するＮＰＯに送信するとともに
、ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾否の指示を受け付ける。契約締結ステップ
は、諾否受付ステップにおいて当該タイアップ要求に関する承諾の指示が受け付けられた
場合、ＮＰＯおよび企業間における契約の締結に関する処理を実行する。確認ステップは
、ＮＰＯおよび企業間における契約締結の状況を確認する。決済ステップは、確認ステッ
プにおいて、ＮＰＯおよび企業間における契約が締結されたことが確認された場合、タイ
アップの料金の支払いに関する処理を実行する。出力ステップは、タイアップ情報におい
て定められるタイアップによって企業に付与される権利の内容を証明するための情報を出
力する。
【発明の効果】
【００１３】
本発明によれば、プロモーション支援装置は、社会貢献活動を行うＮＰＯから、当該ＮＰ
Ｏに関するＮＰＯ情報の登録を受け付ける。そして、プロモーション支援装置は、ＮＰＯ
から、社会貢献活動の内容に関する活動情報と、当該ＮＰＯとのタイアップの内容および
条件に関するタイアップ情報の登録を受け付ける。また、プロモーション支援装置は、営
利目的で事業を行う企業であってＮＰＯとのタイアップを希望する企業から、当該企業に
関する企業情報の登録を受け付ける。プロモーション支援装置は、受け付けられたＮＰＯ
情報と、当該ＮＰＯ情報に対応する活動情報およびタイアップ情報とを関連付けて出力す
るとともに、企業から、ＮＰＯとのタイアップを希望する旨を示すタイアップ要求を受け
付ける。そして、プロモーション支援装置は、受け付けられたタイアップ要求を、対応す
るＮＰＯに送信するとともに、ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾否の指示を受
け付ける。当該タイアップ要求に関する承諾の指示が受け付けられた場合、プロモーショ
ン支援装置は、ＮＰＯおよび当該タイアップ要求を行った企業間における契約の締結に関
する処理を実行する。プロモーション支援装置は、ＮＰＯおよび企業間における契約の締
結の状況を確認し、契約が締結されたことが確認された場合、タイアップの料金の支払い
に関する処理を実行する。そして、プロモーション支援装置は、タイアップ情報において
定められるタイアップによって企業に付与される権利の内容を証明するための情報を出力
する。
【００１４】
これにより、ＮＰＯは活動資金を効率的かつ効果的に獲得することができ、資金を提供す
る企業も、単にＮＰＯに寄付を行うだけでなく、タイアップによって企業に付与されるＮ
ＰＯのロゴ使用等の権利を簡便かつ確実に獲得してプロモーション活動等に利用すること
ができる。したがって、ＮＰＯおよび企業の双方にメリットがもたらされるタイアップを
容易に実現することができ、ＮＰＯおよび企業の双方を支援することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係るプロモーション支援システムの概略構成を示す図であ
る。
【図２】企業端末の概略構成を示すブロック図である。
【図３】ＮＰＯ端末の概略構成を示すブロック図である。
【図４】プロモーション支援装置の概略構成を示すブロック図である。
【図５】プロモーション支援装置の制御部の機能構成を示すブロック図である。
【図６】プロモーション支援装置によって実行される処理の手順を示すフローチャートで
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ある。
【図７】ＮＰＯ端末におけるＮＰＯ情報表示画面（マイページ画面）の一例を示す図であ
る。
【図８】ＮＰＯ端末におけるＮＰＯ情報表示画面（プロフィール画面）の一例を示す図で
ある。
【図９】図８に続く図である。
【図１０】ＮＰＯ端末におけるタイアップ情報設定画面の一例を示す図である。
【図１１】ＮＰＯ端末におけるタイアップ情報設定画面の一例を示す図である。
【図１２】企業端末における企業情報表示画面（マイページ画面）の一例を示す図である
。
【図１３】企業端末におけるタイアップ要求画面（オファー申請画面）の一例を示す図で
ある。
【図１４】図１３に続く図である。
【図１５】企業端末におけるタイアップ要求入力画面（オファー申請入力画面）の一例を
示す図である。
【図１６】企業端末におけるタイアップ要求確認画面（オファー申請確認画面）の一例を
示す図である。
【図１７】企業端末におけるタイアップ要求実施後の画面（オファー申請後の画面）の一
例を示す図である。
【図１８】企業端末におけるタイアップ要求実施後の確認画面（オファー申請実施後の確
認画面）の一例を示す図である。
【図１９】ＮＰＯ端末におけるタイアップ要求受付時の画面（オファー申請受付画面）の
一例を示す図である。
【図２０】ＮＰＯ端末におけるタイアップ要求に対する諾否指示受付画面の一例を示す図
である。
【図２１】ＮＰＯ端末におけるタイアップ要求に対する拒否理由入力画面の一例を示す図
である。
【図２２】契約締結の状況を確認する画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。なお、図面の説明
において、同一の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。また、図面の寸
法比率は、説明の都合上誇張され、実際の比率とは異なる場合がある。
【００１７】
（プロモーション支援システム）
まず、本発明の一実施形態に係るプロモーション支援システムについて説明する。
【００１８】
図１は、本発明の一実施形態に係るプロモーション支援システムの概略構成を示す図であ
る。
【００１９】
図１に示すように、プロモーション支援システム１は、企業端末１０、ＮＰＯ端末２０お
よびプロモーション支援装置３０を備える。企業端末１０、ＮＰＯ端末２０およびプロモ
ーション支援装置３０は、インターネット等のネットワークを介して、相互に通信可能に
接続されている。
【００２０】
企業端末１０は、プロモーション支援システム１を介してＮＰＯとのタイアップを実現し
てＳＤＧｓへの取り組みとそれによるプロモーションを行おうとする企業のユーザーによ
って使用される端末である。企業は、営利を目的として商品の生産・販売、サービスの提
供等の経済活動を営む組織体である。企業端末１０は、例えば、携帯電話やスマートフォ
ン、タブレット端末等の携帯端末や、ＰＣ等の端末であってもよい。
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【００２１】
ＮＰＯ端末２０は、プロモーション支援システム１を介して企業に対して活動内容を公開
して、タイアップによる相互支援を行おうとするＮＰＯのユーザーによって使用される端
末である。ＮＰＯは、「Ｎｏｎ－Ｐｒｏｆｉｔ  Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ」または「Ｎ
ｏｔ－ｆｏｒ－Ｐｒｏｆｉｔ  Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ」の略称であり、様々な社会貢
献活動を行い、団体の構成員に対し、収益を分配することを目的としない団体である。Ｎ
ＰＯ端末２０は、例えば、携帯電話やスマートフォン、タブレット端末等の携帯端末や、
ＰＣ等の端末であってもよい。
【００２２】
プロモーション支援装置３０は、企業とＮＰＯとのタイアップを実現するためのプラット
フォームの運営者によって構築され、プロモーション支援システム１全体を制御する装置
である。プロモーション支援装置３０は、企業端末１０またはＮＰＯ端末２０によってア
クセス可能なウェブページを提供したり、各端末にインストール可能なアプリケーション
を提供したりする。これにより、プロモーション支援装置３０は、各端末から情報を取得
して管理すると共に、各端末に対して必要な情報を提供する。
【００２３】
なお、プロモーション支援システム１は、上述した構成要素以外の構成要素を備えてもよ
い。また、プロモーション支援システム１が備える各構成要素の個数は、図１に示す例に
限定されない。
【００２４】
続いて、各構成要素の詳細について説明する。
【００２５】
（企業端末１０）
図２は、企業端末の概略構成を示すブロック図である。
【００２６】
図２に示すように、企業端末１０は、制御部１１、記憶部１２、通信部１３、表示部１４
および操作受付部１５を備える。各構成要素は、バスを介して相互に通信可能に接続され
ている。
【００２７】
制御部１１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ  Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ  Ｕｎｉｔ）を備え、プ
ログラムに従い、上述した各構成要素の制御や各種の演算処理を実行する。
【００２８】
記憶部１２は、予め各種プログラムや各種データを記憶するＲＯＭ（Ｒｅａｄ  Ｏｎｌｙ
Ｍｅｍｏｒｙ）、作業領域として一時的にプログラムやデータを記憶するＲＡＭ（Ｒａ
ｎｄｏｍ  Ａｃｃｅｓｓ  Ｍｅｍｏｒｙ）、各種プログラムや各種データを記憶するハー
ドディスク等を備える。
【００２９】
通信部１３は、ネットワークを介して、他の端末や装置等と通信するためのインターフェ
ースを備える。通信部１３は、例えば、プロモーション支援装置３０等と各種情報等の送
受信を行う。
【００３０】
表示部１４は、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）や有機ＥＬディスプレイ等を備え、各種情報
を表示する。操作受付部１５は、タッチセンサーや、マウス等のポインティングデバイス
、キーボード等を備え、ユーザーの各種操作を受け付ける。表示部１４および操作受付部
１５は、表示部１４としての表示面に、操作受付部１５としてのタッチセンサーを重畳す
ることによって、タッチパネルを構成してもよい。
【００３１】
（ＮＰＯ端末２０）
図３は、ＮＰＯ端末の概略構成を示すブロック図である。
【００３２】
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図３に示すように、ＮＰＯ端末２０は、制御部２１、記憶部２２、通信部２３、表示部２
４および操作受付部２５を備える。各構成要素は、バスを介して相互に通信可能に接続さ
れている。ＮＰＯ端末２０の制御部２１、記憶部２２、通信部２３、表示部２４および操
作受付部２５の各構成は、それぞれ企業端末１０の制御部１１、記憶部１２、通信部１３
、表示部１４および操作受付部１５と同様であるため、説明を省略する。
【００３３】
（プロモーション支援装置３０）
図４は、プロモーション支援装置の概略構成を示すブロック図である。図５は、プロモー
ション支援装置の制御部の機能構成を示すブロック図である。
【００３４】
図４に示すように、プロモーション支援装置３０は、制御部３１、記憶部３２および通信
部３３を備える。各構成要素は、バスを介して相互に通信可能に接続されている。プロモ
ーション支援装置３０の制御部３１、記憶部３２および通信部３３の各構成は、それぞれ
企業端末１０の制御部１１、記憶部１２および通信部１３と同様であるため、説明を省略
する。
【００３５】
プロモーション支援装置３０の制御部３１は、プログラムを読み込んで処理を実行するこ
とによって、図５に示すように、ＮＰＯ情報登録部３１１、企業情報登録部３１２、活動
情報登録部３１３、タイアップ情報登録部３１４、タイアップ要求受付部３１５、諾否受
付部３１６、契約締結部３１７、確認部３１８、決済部３１９、および出力部３１０とし
て機能する。
【００３６】
ＮＰＯ情報登録部３１１は、社会貢献活動を行うＮＰＯから、当該ＮＰＯに関するＮＰＯ
情報の登録を受け付ける。
【００３７】
企業情報登録部３１２は、営利目的で事業を行う企業から、当該企業に関する企業情報の
登録を受け付ける。
【００３８】
活動情報登録部３１３は、ＮＰＯから、当該ＮＰＯが実施した社会貢献活動の内容に関す
る活動情報の登録を受け付ける。
【００３９】
タイアップ情報登録部３１４は、ＮＰＯから、当該ＮＰＯとのタイアップの内容および条
件に関するタイアップ情報の登録を受け付ける。
【００４０】
タイアップ要求受付部３１５は、ＮＰＯ情報と、当該ＮＰＯ情報に対応する活動情報およ
びタイアップ情報とを関連付けて出力するとともに、企業から、ＮＰＯとのタイアップを
希望する旨を示すタイアップ要求を受け付ける。
【００４１】
諾否受付部３１６は、タイアップ要求受付部３１５によって受け付けられたタイアップ要
求を、対応するＮＰＯに送信するとともに、ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾
否の指示を受け付ける。
【００４２】
契約締結部３１７は、諾否受付部３１６によって当該タイアップ要求に関する承諾の指示
が受け付けられた場合、当該ＮＰＯおよび当該タイアップ要求を行った企業間の契約の締
結に関する処理を実行する。
【００４３】
確認部３１８は、ＮＰＯおよび企業間における契約の締結の状況を確認する。
【００４４】
決済部３１９は、確認部３１８によって、ＮＰＯおよび企業間における契約が締結された
ことが確認された場合、タイアップの料金の支払いに関する処理を実行する。
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【００４５】
出力部３１０は、タイアップ情報において定められる、タイアップによって前記企業に付
与される権利の内容を証明するための情報を出力する。
【００４６】
なお、企業端末１０、ＮＰＯ端末２０およびプロモーション支援装置３０の各々は、上述
した構成要素以外の構成要素を備えてもよいし、上述した構成要素のうちの一部を備えな
くてもよい。
【００４７】
（プロモーション支援システム１における処理）
続いて、プロモーション支援システム１における処理の流れについて説明する。
【００４８】
本実施形態において、プロモーション支援装置３０は、企業とのタイアップを希望するＮ
ＰＯやＮＰＯとのタイアップを希望する企業の担当者が、各自の端末を用いてアクセス可
能なウェブサイトまたはアプリケーションを提供する。ウェブサイトまたはアプリケーシ
ョンにおいては、ＮＰＯ向けの各種メニューと企業向けの各種メニューが設けられ、ＮＰ
Ｏおよび企業のユーザーは、各自の端末において必要なメニューを選択し、ＮＰＯおよび
企業のタイアップ締結に必要な各種処理を行う。本実施形態では、プロモーション支援装
置３０が、ＮＰＯと企業とのタイアップを促進して実現させるためのプラットフォームを
ウェブサイトの形態で提供する例について、以下詳細に説明する。
【００４９】
図６は、プロモーション支援装置によって実行される処理の手順を示すフローチャートで
ある。図７は、ＮＰＯ端末におけるＮＰＯ情報表示画面（マイページ画面）の一例を示す
図である。図８および図９は、ＮＰＯ端末におけるＮＰＯ情報表示画面（プロフィール画
面）の一例を示す図である。図１０および図１１は、ＮＰＯ端末におけるタイアップ情報
設定画面の一例を示す図である。図１２は、企業端末における企業情報表示画面（マイペ
ージ画面）の一例を示す図である。図１３および図１４は、企業端末におけるタイアップ
要求画面（オファー申請画面）の一例を示す図である。図１５は、企業端末におけるタイ
アップ要求入力画面（オファー申請入力画面）の一例を示す図である。図１６は、企業端
末におけるタイアップ要求確認画面（オファー申請確認画面）の一例を示す図である。図
１７は、企業端末におけるタイアップ要求実施後の画面（オファー申請後の画面）の一例
を示す図である。図１８は、企業端末におけるタイアップ要求実施後の確認画面（オファ
ー申請実施後の確認画面）の一例を示す図である。図１９は、ＮＰＯ端末におけるタイア
ップ要求受付時の画面（オファー申請受付画面）の一例を示す図である。図２０は、ＮＰ
Ｏ端末におけるタイアップ要求に対する諾否指示受付画面の一例を示す図である。図２１
は、ＮＰＯ端末におけるタイアップ要求に対する拒否理由入力画面の一例を示す図である
。図２２は、契約締結の状況を確認する画面の一例を示す図である。
【００５０】
図６のフローチャートに示す処理のアルゴリズムは、プロモーション支援装置３０の記憶
部３２にプログラムとして記憶されており、制御部３１によって実行される。
【００５１】
図６に示すように、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯから、当該ＮＰＯに関するＮ
ＰＯ情報の登録を受け付ける（ステップＳ１０１）。たとえば、プロモーション支援装置
３０は、ＮＰＯ端末２０からの要求に応じて、ＮＰＯのユーザー登録を行うための画面を
ＮＰＯ端末２０に送信し、メールアドレス等を用いた認証やパスワードの設定等を実施す
る。メールアドレスは、パスワードとともに、プロモーション支援装置３０において当該
ＮＰＯを識別・認証するためのログイン情報として用いられる。たとえば、ＮＰＯ端末２
０がプロモーション支援装置３０にアクセスして、メールアドレス等を用いたログインが
実行されると、ＮＰＯ端末２０には、図７に示すようなＮＰＯ情報表示画面（マイページ
画面）が表示される。
【００５２】

10

20

30

40

50



(10) JP　7136515　B1　2022.9.13

続いて、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯ情報の登録画面を表示するための情報を
、ＮＰＯ端末２０に送信する。ＮＰＯ端末２０は、登録画面を介して、ＮＰＯから、当該
ＮＰＯのアイコン、組織名、組織形態、設立時期、代表者、運営人数、ウェブサイト、住
所、主な収入源等に関する情報を受け付ける。ＮＰＯ端末２０は、さらに、ＮＰＯの活動
エリア、活動ジャンル、紹介文、その他ＮＰＯを説明するための写真、画像、テキスト、
ＳＮＳのアカウント等の情報も受け付ける。ＮＰＯ端末２０は、受け付けた情報をプロモ
ーション支援装置３０に送信する。プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯ端末２０から
受信した情報を、ＮＰＯ情報として、記憶部３２のデータベースに記憶する。
【００５３】
活動エリアは、ＮＰＯが活動する範囲や地域を示す情報であり、たとえば、日本全国、東
日本、関東地方、海外といった範囲や、具体的な都道府県、市区町村等の地域を示す情報
が受け付けられてもよい。
【００５４】
活動ジャンルは、ＮＰＯの活動内容の分類を示す情報であり、たとえば、保健・医療・福
祉、社会教育、まちづくり、観光、農山漁村・中山間地域、学術・文化・スポーツ、環境
の保全、災害救援、地域安全、人権・平和、国際協力、男女共同参画社会、こどもの健全
育成、情報化社会、科学技術の振興、経済活動の活性化、職業能力・雇用機会、消費者の
保護、連絡・助言・援助、条例指定、動物、食料支援、障がい者支援等を示す情報が受け
付けられる。
【００５５】
たとえば、図７に示すマイページ画面において、「プロフィール」の項目が選択されると
、ＮＰＯ端末２０には、図８および図９に示すような、ＮＰＯ情報表示画面（プロフィー
ル画面）が表示される。プロフィール画面には、上記の処理において登録された各種ＮＰ
Ｏ情報が表示される。
【００５６】
続いて、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯから、当該ＮＰＯが実施した社会貢献活
動の内容に関する活動情報の登録を受け付ける（ステップＳ１０２）。プロモーション支
援装置３０は、活動情報の登録画面を表示するための情報を、ＮＰＯ端末２０に送信する
。ＮＰＯ端末２０は、登録画面を介して、ＮＰＯから、当該ＮＰＯの活動情報の登録を受
け付ける。活動情報は、たとえば、ＮＰＯが社会貢献活動を実施する様子を撮影した写真
や動画、テキスト等を示す情報である。ＮＰＯ端末２０は、受け付けた活動情報をプロモ
ーション支援装置３０に送信する。プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯ端末２０から
受信した情報を、活動情報として、記憶部３２のデータベースに記憶する。たとえば、図
７に示すマイページ画面において、「活動記録」の項目が選択されると、登録された活動
情報に基づいて、ＮＰＯが実施している社会貢献活動が、ブログのような形式で閲覧可能
に表示される。
【００５７】
続いて、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯから、当該ＮＰＯとのタイアップの内容
および条件に関するタイアップ情報の登録を受け付ける（ステップＳ１０３）。プロモー
ション支援装置３０は、たとえば、図１０および図１１に示すタイアッププラン設定画面
のような、タイアップ情報の登録画面を表示するための情報を、ＮＰＯ端末２０に送信す
る。ＮＰＯ端末２０は、図１０および図１１に示すような画面を介して、ＮＰＯから、タ
イアップ情報の登録を受け付ける。タイアップ情報は、当該ＮＰＯと企業とがタイアップ
する場合の内容および条件を示す情報であり、たとえば、タイアップの料金プランに関す
る情報と、各料金プランにおいて企業に付与される権利の内容に関する情報が含まれる。
料金プランとしては、たとえば、月額３万円、月額５万円、月額１０万円といった定額の
料金や、企業の売上や利益の所定の割合や、企業における特定の商品やサービスの販売・
提供数に応じて変動する料金等が設定されうる。
【００５８】
企業に付与される権利としては、たとえば、「ＮＰＯのロゴを企業の名刺、ホームページ
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、各種資料に掲載することができる」という権利が設定され得る。これにより、企業は、
ＮＰＯとタイアップしていることを自由に広報することができ、ＳＤＧｓやＥＳＧへの貢
献等を社内外に向けて容易かつ適切にアピールすることができる。また、企業に付与され
る権利として、たとえば、「ＮＰＯの活動状況の報告や、タイアップに関する御礼のメッ
セージ等を、企業が指定した宛先にＮＰＯから送信する」という権利も設定され得る。こ
れにより、たとえば、企業の従業員に活動状況の報告やタイアップに関する御礼が送信さ
れることによって、企業に対する従業員のエンゲージメントを向上させることができる。
また、企業に付与される権利として、「ＮＰＯの代表等のメンバーが、企業の社内イベン
トや商品企画会議等に参加して協業する」という権利も設定され得る。これにより、企業
はＮＰＯとより深く関わって、ＮＰＯが解決している社会課題等について理解を深めるこ
とができ、企業のＳＤＧｓに関するブランディング等の取り組みを、より効果的に進める
ことができる。企業のＳＤＧｓに関するブランディングを構築することは、企業の売上や
利益を向上さることができる。
【００５９】
図１０の画面においては、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯから、ＮＰＯが企業に
使用を許諾するロゴの登録を受け付ける。ＮＰＯは、図１０の画面において、「協賛バッ
ジロゴ登録」の欄に配置されている「Ｃｈｏｏｓｅ  Ｆｉｌｅ」ボタンを選択して、使用
を許諾するロゴの画像ファイルを選択して登録する。これにより、「Ｐｒｅｖｉｅｗ」の
欄に表示されているように、ＮＰＯのロゴに「私たちはこの活動に協賛しています」とい
った説明が付加され、企業が名刺等に掲載して使用可能なロゴ画像が生成される。また、
図１０の画面において、「３万円プラン」、「５万円プラン」、「１０万円プラン」の各
プランの「設定」ボタンが選択されると、図１１に示すような各プランの設定画面が表示
される。ＮＰＯは、図１１の画面において、上記のような企業に付与する権利の内容（タ
イアップ内容）や、制限事項を入力して、タイアップ情報として登録することができる。
【００６０】
続いて、プロモーション支援装置３０は、営利目的で事業を行う企業であってＮＰＯとの
タイアップを希望する企業から、当該企業に関する企業情報の登録を受け付ける（ステッ
プＳ１０４）。たとえば、プロモーション支援装置３０は、企業端末１０からの要求に応
じて、企業のユーザー登録を行うための画面を企業端末１０に送信し、メールアドレス等
を用いた認証やパスワードの設定等を実施する。メールアドレスは、パスワードとともに
、プロモーション支援装置３０において当該企業を識別・認証するためのログイン情報と
して用いられる。たとえば、企業端末１０がプロモーション支援装置３０にアクセスして
、メールアドレス等を用いたログインが実行されると、企業端末１０には、図１２に示す
ような企業情報表示画面（マイページ画面）が表示される。
【００６１】
続いて、プロモーション支援装置３０は、企業情報の登録画面を表示するための情報を、
企業端末１０に送信する。企業端末１０は、登録画面を介して、企業から、当該企業のア
イコン、名称、業種、本社所在地、ウェブサイト等に関する情報を受け付けてる。企業端
末１０は、受け付けた情報をプロモーション支援装置３０に送信する。プロモーション支
援装置３０は、企業端末１０から受信した情報を、企業情報として、記憶部３２のデータ
ベースに記憶する。
【００６２】
続いて、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯ情報と、当該ＮＰＯ情報に対応する活動
情報およびタイアップ情報とを関連付けて出力する（ステップＳ１０５）。具体的には、
プロモーション支援装置３０は、ステップＳ１０１の処理において登録が受け付けられた
ＮＰＯ情報と、ステップＳ１０２の処理において登録が受け付けられた活動情報と、ステ
ップＳ１０３の処理において登録が受け付けられたタイアップ情報とを、当該ＮＰＯに関
する情報として互いに関連付けて出力する。ここで、プロモーション支援装置３０は、企
業から、ＮＰＯの活動エリアに関する情報および活動ジャンルに関する情報の少なくとも
一つを含む検索条件を受け付けて、当該検索条件を充足するＮＰＯに関する情報を、企業
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端末１０において閲覧可能な画面として出力することができる。
【００６３】
続いて、プロモーション支援装置３０は、企業端末１０から、所望のＮＰＯとのタイアッ
プを希望する旨を示すタイアップ要求を受け付ける（ステップＳ１０６）。たとえば、企
業端末１０を使用する企業のユーザーは、プロモーション支援装置３０によって提供され
る画面において、活動エリアや活動ジャンルを含む条件を用いた検索を実行して、タイア
ップを希望するＮＰＯを発見する。企業端末１０において表示される画面において、当該
ＮＰＯが選択されると、図１３および図１４に示すような画面が表示され、企業はＮＰＯ
に対してタイアップ要求を送信することができる。なお、プロモーション支援装置３０は
、企業がタイアップを希望するＮＰＯをスムーズに発見するために、上記のような検索機
能だけでなく、予め企業から登録された希望や過去のタイアップ成約実績等に基づいてタ
イアップ先のＮＰＯを推薦するリコメンド機能やマッチング機能等を提供してもよい。
【００６４】
図１３および図１４の画面においては、タイアップ要求を送信する企業の情報が表示され
るとともに、タイアップ要求を受けたＮＰＯから企業への連絡先情報として、担当者の氏
名、担当者の部署、担当者のメールアドレス、電話番号の入力を受け付け可能である。ま
た、タイアップ要求の内容（タイアップオファーの内容）として、タイアップの種別、タ
イアップ要求への返答期限等に関する選択を受け付けたり、契約期間や契約更新等に関す
る情報を表示して企業の確認を受け付けたりすることができる。タイアップの種別として
は、たとえば、プロモーション型タイアップ契約と、スポンサー型タイアップ契約の２種
類が用意される。プロモーション型タイアップ契約は、ＮＰＯと企業とがコラボレーショ
ンして、特定の商品、サービス、イベント等を提供する形態のタイアップである。スポン
サー型タイアップ契約は、企業がＮＰＯを総合的に支援するスポンサーとなって、企業は
ＮＰＯに定期的に資金を提供し、ＮＰＯは企業にロゴの使用等の権利を付与する形態であ
る。
【００６５】
図１４の画面において、タイアップの種別が選択されると、図１５の画面が表示され、企
業が希望する具体的なタイアップ情報の選択を受け付けることができる。図１５の例にお
いては、タイアップの種別としてスポンサー型タイアップ契約が選択され、タイアップの
料金プランとして月額３万円のプランが選択されている。また、企業が希望する具体的な
権利の内容として、社員の名刺の下部にＮＰＯの協賛バッジを使用することと、企業のパ
ンフレットに応援団体としてＮＰＯの情報を記載することが入力されている。
【００６６】
図１４の画面において、「確認画面へ」のボタンが選択されると、図１６に示すような確
認画面が表示され、図１３～図１５の画面において選択・入力されたタイアップ要求に関
する情報が表示される。
【００６７】
図１６の画面において、「オファーを送信する」のボタンが選択されると、図１７に示す
ような送信画面が表示され、企業がタイアップを希望するＮＰＯに対して、タイアップ要
求が送信される。タイアップ要求を送信後、企業側の画面において「タイアップオファー
」のメニューが選択されると、図１８に示すような画面が表示され、企業の担当者は、送
信済のタイアップ要求の内容や状況を確認したり、タイアップ要求を取り下げたりするこ
とができる。
【００６８】
続いて、プロモーション支援装置３０は、タイアップ要求を、対応するＮＰＯに送信する
とともに、ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾否の指示を受け付け（ステップＳ
１０７）、タイアップ要求が承諾されたか否かを判断する（ステップＳ１０８）。たとえ
ば、プロモーション支援装置３０は、図１９に示すような画面を用いてＮＰＯからタイア
ップ要求に関する諾否の指示を受け付ける。図１９の画面には、ＮＰＯに対してタイアッ
プ要求を行った企業に関する情報や、タイアップのプラン・内容に関する各種情報が表示

10

20

30

40

50



(13) JP　7136515　B1　2022.9.13

される。
【００６９】
たとえば、図１９の画面において、「受託する」ボタンが選択された場合、プロモーショ
ン支援装置３０は、図２０に示すような確認画面を表示し、「オファーを承諾する」ボタ
ンが選択された場合、タイアップ要求が承諾される（ステップＳ１０８：ＹＥＳ）。
【００７０】
一方、図１９の画面において、「却下する」ボタンが選択された場合、プロモーション支
援装置３０は、図２１に示すような確認画面を表示し、「オファーを却下する」ボタンが
選択された場合、タイアップ要求が拒否される（ステップＳ１０８：ＮＯ）。図２１の画
面においては、ＮＰＯが却下理由を入力する欄も設けられており、入力された却下理由を
企業に送信して却下理由を企業にフィードバックすることができる（ステップＳ１０９）
。
【００７１】
タイアップ要求が承諾された場合（ステップＳ１０８：ＹＥＳ）、プロモーション支援装
置３０は、ＮＰＯおよび当該タイアップ要求を行った企業に対して、当該ＮＰＯおよび当
該企業間における契約の締結に関する処理を実行する（ステップＳ１１０）。たとえば、
プロモーション支援装置３０は、電子的な契約によってＮＰＯおよび企業間における契約
の締結処理を実行するように、ＮＰＯおよび企業に各種電子契約システムの利用を案内し
てもよく、あるいは、プロモーション支援装置３０が電子契約の締結処理を実行してもよ
い。たとえば、プロモーション支援装置３０は、予め記憶部３２に記憶されたＮＰＯおよ
び企業のタイアップに関する契約の雛型を、タイアップ情報およびタイアップ要求の内容
に基づいて修正してＮＰＯおよび企業に提示し、双方から内容に同意する旨の指示を受け
付けた場合に、契約を締結してもよい。また、一方から契約内容の修正等に関する要望が
受け付けられた場合には、プロモーション支援装置３０は、他方に要望の内容を送信し、
他方から要望に合意する旨の指示を受け付けた場合には、双方の合意が形成されたものと
して契約を締結してもよい。契約が締結された場合、プロモーション支援装置３０は、そ
の旨を記憶部３２に記憶する。
【００７２】
続いて、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯおよび企業間における契約締結の状況を
確認する（ステップＳ１１１）。
【００７３】
契約が締結されていなければ（ステップＳ１１１：ＮＯ）、プロモーション支援装置３０
は、たとえば図２２に示すような画面を用いて、ＮＰＯおよび企業の双方に対して契約の
締結を案内したり促進したりする（ステップＳ１１２）。図２２の画面は、企業側におい
て表示される画面の例である。図２２の画面においては、当該企業がタイアップ要求を送
信して承認されたタイアップ希望先のＮＰＯとの間で、タイアップ契約が未締結になって
いることと、内容を確認して契約を完了させるように促すメッセージが表示されている。
【００７４】
契約が締結されていれば（ステップＳ１１１：ＹＥＳ）、プロモーション支援装置３０は
、タイアップ料金の支払い処理を実行する（ステップＳ１１３）。具体的には、プロモー
ション支援装置３０は、タイアップ情報において定められた料金プランに関する情報や、
タイアップ要求において選択されて契約が成立した料金プランに関する情報に基づいて、
企業がＮＰＯに対して支払うべき金額を決定し、当該金額の支払処理を実行する。たとえ
ば、月額３万円の料金プランが契約されている場合、銀行振込やクレジットカード等の各
種の支払い方法によって、企業がＮＰＯに対して毎月３万円を支払うための各種処理を、
各種決済システム等を介して実行する。ここで、支払処理が実行された金額のうちの所定
の割合または所定の金額が、プロモーション支援装置３０を構築・運営する事業者に運営
費として支払われてもよい。
【００７５】
続いて、プロモーション支援装置３０は、タイアップ情報において定められる、タイアッ
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プによって企業に付与される権利の内容を証明するための情報を出力し（ステップＳ１１
４）、処理を終了する。たとえば、プロモーション支援装置３０は、図２２に示すような
タイアップ契約の内容を確認する画面の「ライセンス内容」の欄に、企業に付与される権
利の内容を掲載すること等によって、企業に付与される権利の内容を証明するための情報
を出力することができる。
【００７６】
本実施形態は、以下の効果を奏する。
【００７７】
プロモーション支援装置３０は、社会貢献活動を行うＮＰＯから、当該ＮＰＯに関するＮ
ＰＯ情報の登録を受け付ける。そして、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯから、社
会貢献活動の内容に関する活動情報と、当該ＮＰＯとのタイアップの内容および条件に関
するタイアップ情報の登録を受け付ける。また、プロモーション支援装置３０は、営利目
的で事業を行う企業であってＮＰＯとのタイアップを希望する企業から、当該企業に関す
る企業情報の登録を受け付ける。プロモーション支援装置３０は、受け付けられたＮＰＯ
情報と、当該ＮＰＯ情報に対応する活動情報およびタイアップ情報とを関連付けて出力す
るとともに、企業から、ＮＰＯとのタイアップを希望する旨を示すタイアップ要求を受け
付ける。そして、プロモーション支援装置３０は、受け付けられたタイアップ要求を、対
応するＮＰＯに送信するとともに、ＮＰＯから、当該タイアップ要求に関する諾否の指示
を受け付ける。当該タイアップ要求に関する承諾の指示が受け付けられた場合、プロモー
ション支援装置３０は、ＮＰＯおよび当該タイアップ要求を行った企業間における契約の
締結に関する処理を実行する。プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯおよび企業間にお
ける契約の締結の状況を確認し、契約が締結されたことが確認された場合、タイアップの
料金の支払いに関する処理を実行する。そして、プロモーション支援装置３０は、タイア
ップ情報において定められるタイアップによって企業に付与される権利の内容を証明する
ための情報を出力する。
【００７８】
従来、マーケットが企業や商品・サービスに求める価値観としては、早い、安い、旨い、
というように、マーケットを構成する消費者各自に直接的な利得を与えることが重要視さ
れてきた。しかし、近年ではマーケットの価値観も変化しており、従来の早い安い旨いと
いった価値観ではなく、エシカル（倫理的に正しい）といった価値観や、サステナブル（
持続可能）といった価値観が、商品やサービスを選択する際の判断基準として重視される
ようになっている。このように、社会全体の価値観や意識が大きく変化しているため、企
業においても、従来はコストとして捉えることが多かったＳＤＧｓを、売上を増加させて
事業を成長させたり生存させたりするチャンスとしての投資と捉えることが重要となって
いる。しかし、上述のように、ＳＤＧｓについて本格的に検討・実行する人員や資金等の
リソースが十分にない中小企業等においては、ＳＤＧｓに取り組むことが困難である。ま
た、これまでの企業とＮＰＯとの関係は、企業がＮＰＯに対して一方的に寄付を行うこと
が一般的であり、企業がＳＤＧｓ対応という課題を解決するための手段としてＮＰＯと協
業すること、すなわち、企業がＮＰＯに寄付を行うだけでなく、ＮＰＯ側からも見返りを
求めるという考え方は一般的ではなかった。そのため、企業からＮＰＯに対して、寄付を
行う代わりに企業の事業課題解決のために一定の権利を付与して欲しいという交渉を行う
ことも一般的ではなく、企業とＮＰＯのタイアップは提案も実現もされてこなかった。
【００７９】
本発明のプロモーション支援装置３０によれば、資金を調達して社会課題を解決したいＮ
ＰＯと、ＳＤＧｓに対応して事業課題を解決したい企業とが、効率的かつ効果的にマッチ
ングするプラットフォームを提供することができる。これにより、ＮＰＯは活動資金を効
率的かつ効果的に獲得することができ、資金を提供する企業も、単にＮＰＯに寄付を行う
だけでなく、タイアップによって企業に付与されるＮＰＯのロゴ使用等の権利を簡便かつ
確実に獲得してプロモーション活動等に利用することができる。したがって、ＮＰＯおよ
び企業の双方にメリットがもたらされるタイアップを容易に実現することができ、ＮＰＯ
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および企業の双方を支援することができる。
【００８０】
より具体的な実施イメージとしては、ＮＰＯは、プロモーション支援装置３０が提供する
プラットフォームにＮＰＯに関する情報や日々の活動内容を投稿する。企業は、自社が志
向するＳＤＧｓの参画項目や自社の活動エリア等に基づいて、条件に合うタイアップ先の
ＮＰＯを検索してタイアップ要求を行う。ＮＰＯがタイアップ要求を承認すると、契約締
結の処理が実行され、ＮＰＯと企業のタイアップが実現する。ＳＤＧｓには１７個の目標
が設定されており、社会貢献活動を実施するＮＰＯの数は５万以上である。そのため、本
実施形態のプロモーション支援装置３０によって実現される企業とＮＰＯとのタイアップ
についても、様々な形が想定される。
【００８１】
たとえば、子ども食堂を提供するＮＰＯと、中小企業とのタイアップを例に挙げて説明す
る。子ども食堂は、ＳＤＧｓの目標の中で、「貧困をなくそう」、「飢餓をゼロに」、「
すべての人に健康と福祉を」、「住み続けられるまちづくりを」といった目標に対して貢
献を行っている。中小企業は、子ども食堂を運営するＮＰＯとタイアップに関する契約を
締結し、企業の売上の一部をＮＰＯに提供するかわりに、企業の名刺やホームページにＮ
ＰＯのロゴを掲載する権利と、子ども食堂を利用した子ども達からの画像付きのメッセー
ジを毎月企業の従業員に送付してもらう権利を得る。このタイアップにより、ＮＰＯとし
ては、企業から資金の提供を受けることによって活動資金が増加し、子ども達への支援を
より拡大させることができる。また、企業としては、このタイアップにより、自社では困
難であったＳＤＧｓへの取り組みを容易に実現することができる。たとえば、企業の従業
員は、いつもの仕事で作られた売上が、「地域の子ども達」の力になっているという実感
を得ることができ、「働き甲斐」を見出だすことができる。これにより、従業員のエンゲ
ージメントの向上、すなわち離職率の低下が実現され得る。また、企業の求職者に対して
は、この企業で働くことによって、「社会に貢献している実感」を得られるという明確な
メッセージを伝えることができる。これにより、採用ブランディングの向上、すなわち採
用力の強化が実現され得る。また、企業の取引先に対しては、タイアップしているＮＰＯ
の取り組みをホームページやＳＮＳ等で広報することによって、取引先企業からのイメー
ジを向上させることができる。これにより、企業間取引の優位性、すなわち売上への貢献
といった具体的なメリットを享受することができる。このように、ビジネスのプロフェッ
ショナルである企業と、社会貢献のプロフェッショナルであるＮＰＯとをタイアップさせ
、お互いの事業活動と社会貢献活動を支え合うことによって、より良い社会の実現に繋げ
ることができる。
【００８２】
また、従来、企業からＮＰＯへの資金提供は、見返りを求めずに無償で資金提供する寄付
であるという考え方が固定的であったため、企業としては会計管理上、税務上の寄付金控
除の上限金額を意識しつつＮＰＯへの寄付を行っていたため、寄付金額が限られていたと
いう実情がある。しかし、本発明のプロモーション支援装置３０により提供されるプラッ
トフォームによって、企業のプロモーションに関するＮＰＯとのタイアップという新しい
取り組みを行うことができれば、企業としては、ＮＰＯに提供する資金を、寄付ではなく
て、広告宣伝費等の別の位置付けとして捉えることができる。これにより、企業の会計管
理上において、ＮＰＯに提供する資金を広告宣伝費等の費用として計上して、税務上の有
利な取り扱いを受けることができるため、ＮＰＯに提供する資金に関する寄付金控除額と
いう上限を外して考えることができる。このような観点でも、本発明のプロモーション支
援装置３０は、企業とＮＰＯとのタイアップという新しい関係を構築・マッチングするこ
とができ、結果として、ＮＰＯおよび企業の双方を支援することができる。
【００８３】
また、プロモーション支援装置３０は、タイアップ情報として、少なくとも一つのタイア
ップの料金プランに関する情報と、各料金プランにおいて企業に付与される権利の内容に
関する情報の登録を受け付ける。これにより、企業がＮＰＯとタイアップするために必要
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な料金と、タイアップにより企業が得られる権利の内容を事前に登録することができる。
したがって、ＮＰＯに支払う寄付の金額や、寄付によってＮＰＯから企業に提供される権
利の内容について、ＮＰＯと企業の間において都度都度交渉したり調整したりする必要が
なくなり、ＮＰＯと企業とのタイアップを円滑に実現することができる。
【００８４】
また、プロモーション支援装置３０は、活動情報として、ＮＰＯが実施した活動の様子を
示すテキストまたは画像の登録を受け付ける。これにより、ＮＰＯは自身の活動内容を、
タイアップ先を探している企業等に対して容易に発信することができる。また、企業側も
ＮＰＯの活動内容や実態を容易かつ適切に把握してタイアップ先のＮＰＯを検討すること
ができる。
【００８５】
また、プロモーション支援装置３０は、ＮＰＯ情報として、当該ＮＰＯの活動エリアに関
する情報および活動ジャンルに関する情報の少なくとも一つの登録を受け付ける。これに
より、多数のＮＰＯを活動エリアと活動ジャンルというＮＰＯの活動内容を示す重要な要
素によって分類することができ、たとえば企業が希望条件に合ったタイアップ先を探す際
に、効率的に探すことができる。
【００８６】
また、プロモーション支援装置３０は、企業から、ＮＰＯの活動エリアに関する情報およ
び活動ジャンルに関する情報の少なくとも一つを含む検索条件を受け付けて、当該検索条
件を充足するＮＰＯに関する情報を企業が閲覧可能に出力する。これにより、企業が希望
条件に合ったタイアップ先を容易に探すことができる。
【００８７】
また、プロモーション支援装置３０は、権利の内容に関する情報として、ＮＰＯのロゴに
関する企業に対する使用許諾に関する情報の登録を受け付ける。これにより、企業はＮＰ
Ｏとのタイアップによって、ＮＰＯのロゴに関する使用許諾の権利を容易かつ確実に得る
ことができ、ＮＰＯのロゴを活用したＳＤＧｓ対応を効率的かつ効果的に進めることがで
きる。たとえば、企業は、ＮＰＯのロゴを名刺やホームページ、資料等に掲載することに
よって、容易に企業のイメージアップを図ることができる。
【００８８】
また、プロモーション支援装置３０は、権利の内容に関する情報として、ＮＰＯが企業に
対して提供するＮＰＯの活動に関する情報の登録を受け付ける。これにより、企業はＮＰ
Ｏとのタイアップによって、ＮＰＯから、当該ＮＰＯの活動に関する情報の提供を容易か
つ確実に得ることができ、ＮＰＯが実施した社会貢献活動に関する情報を活用したＳＤＧ
ｓ対応を効率的かつ効果的に進めることができる。
【００８９】
また、プロモーション支援装置３０は、電子的な契約によってＮＰＯおよび企業間におけ
る契約の締結処理を実行するようにＮＰＯおよび企業に案内する。これにより、ＮＰＯと
企業とが容易にタイアップ契約を締結することができるようになり、ＮＰＯと企業とのタ
イアップを円滑に実現することができる。
【００９０】
なお、本発明は、上述した実施形態に限定されず、特許請求の範囲内において、種々の変
更や改良等が可能である。
【００９１】
たとえば、上述した本実施形態では、プロモーション支援装置３０が、ＮＰＯと企業のタ
イアップを実現するためのプラットフォームをウェブサイトの形態で提供する例について
説明したが、プラットフォームの提供形態はこれに限定されない。たとえば、プロモーシ
ョン支援装置３０によって提供される機能の一部は、企業端末１０またはＮＰＯ端末２０
にインストールされたアプリケーションによって実行されてもよい。
【００９２】
また、上述した実施形態に係るプロモーション支援システム１の処理は、上述したステッ
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プ以外のステップを含んでもよく、あるいは、上述したステップのうちの一部を含まなく
てもよい。また、ステップの順序は、上述した実施形態に限定されない。さらに、各ステ
ップは、他のステップと組み合わされて一つのステップとして実行されてもよく、他のス
テップに含まれて実行されてもよく、複数のステップに分割されて実行されてもよい。
【００９３】
また、上述した実施形態に係るプロモーション支援システム１の各装置における各種処理
を行う手段および方法は、専用のハードウエア回路、またはプログラムされたコンピュー
ターのいずれによっても実現することが可能である。上記のプログラムは、例えば、ＣＤ
－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ  Ｄｉｓｃ  Ｒｅａｄ  Ｏｎｌｙ  Ｍｅｍｏｒｙ）等のコンピ
ューター読み取り可能な記録媒体によって提供されてもよいし、インターネット等のネッ
トワークを介してオンラインで提供されてもよい。この場合、コンピューター読み取り可
能な記録媒体に記録されたプログラムは、通常、ハードディスク等の記憶部に転送され記
憶される。また、上記のプログラムは、単独のアプリケーションソフトとして提供されて
もよいし、プロモーション支援システム１の各装置の一機能としてその装置のソフトウエ
アに組み込まれてもよい。
【符号の説明】
【００９４】
１  プロモーション支援システム、
１０  企業端末、
１１  制御部、
１２  記憶部、
１３  通信部、
１４  表示部、
１５  操作受付部、
２０  ＮＰＯ端末、
２１  制御部、
２２  記憶部、
２３  通信部、
２４  表示部、
２５  操作受付部、
３０  プロモーション支援装置、
３１  制御部、
３２  記憶部、
３３  通信部、
３１１  ＮＰＯ情報登録部、
３１２  企業情報登録部、
３１３  活動情報登録部、
３１４  タイアップ情報登録部、
３１５  タイアップ要求受付部、
３１６  諾否受付部、
３１７  契約締結部、
３１８  確認部、
３１９  決済部、
３１０  出力部。
【要約】
【課題】ＮＰＯおよびＮＰＯに寄付を行う企業の双方にメリットをもたらすタイアップを
実現して、ＮＰＯおよび企業の双方を支援するためのプロモーション支援装置を提供する
。
【解決手段】プロモーション支援装置は、ＮＰＯに関するＮＰＯ情報と、当該ＮＰＯの活
動情報および当該ＮＰＯとのタイアップの内容および条件に関するタイアップ情報とを関
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連付けて出力するとともに、企業から、ＮＰＯとのタイアップを希望する旨を示すタイア
ップ要求を受け付け、ＮＰＯから、タイアップ要求に関する諾否の指示を受け付け、ＮＰ
Ｏおよび企業間における契約の締結に関する処理を実行し、ＮＰＯおよび企業間における
契約が締結されたことが確認された場合、タイアップの料金の支払いに関する処理を実行
し、タイアップ情報において定められるタイアップによって企業に付与される権利の内容
を証明するための情報を出力する。
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